
1－A－7  

韓別セッおヨン  

1995年度日本オペレーションズ0リサーチ学会  
秋季研究発表会  

t：‾ニ∴／・‥＝，、十∵・－ ㌻芋・、・∴」二∴、∴．．こ．二 訂＿∵∵∴：ニー～こニ、：  

01302284 住友金屑工菓（株）O徳山博子 TOKUYAMA Hiroyuki  

O1202684 住友金屑工業（株） 中川義之 NAKAGAWA Yoshiyuki  

旬。はじめに   

企業等での現実のOR問題は工学的な要素以上に多分に社会学的な要素を含むといえる。  
たとえば経済環境や企業文化等に基づく関係者の問題認散や価値観が大きな比重を占める。  

よってOR実施活動は、その複雑な構造を持つ問題を正しく把達することが第一義的に重  

要で、そのうえで問題解決へ新業務設計と「モデリング」とを行い、次に情報化企画。手  
法開発・情報システム構築という一連の作業を進め、そしてこれを現実に適用し「適用・  
検証」していくことになる。よって手法開発は重要な要素であることはもちろんであるが  
活動の一部であって、現実との接点である「モデリング」や「遇用。検証」が適正に行わ  
れないかぎり意味をなさない。そして残念ながらこの分野のOR技術（－薇のエンジニア  

リング技術）は立ち後れている。しかし窟近の情報技術（IT）の技術革新によりかなり  

の進展が期待できる。ORは本来現実問題を解決するpracticalな学問であるという原点に  

立てば、理論と集成とから（大学と企菓とが協力して）取り組むぺきではないかと考える。   

2。実践的0悶絶違法   
当社も当初はOR手法を前面に出したOR推進を試みた。しかし比較的単純な問題を除  

いては多くの困難に避退し、OR活動自体が疑問視される時期すら経験した。そしてこれ  
らの苦い体験から、上記で述べたようなOR実施の活動展開を進めるようになったのであ  

り、その基本スタンスは下記4点にまとめられる。  

（1）ニーズ指向（＝ Requirement Driven）  

あくまでも現場の立場に立った現場問題解決型の活動に徹する。現場が、異に問題  

解決意欲を持たねぼ、変革は生まれない。  

（2）共通理解、共通認鞄（問題認詑） 

異なる立場の人間が、異なる視点で一つの問題を見つめてこそ、複雑な問題に対す  

る解決への糸口が発見できる。ここでは、見方・考え方のベクトルを合わせ、お互い  

の共通の理解・認取が必要である。OR技術者の重要な役割の一つは問題を豊理して、  

共通の論議の土俵を提供することである。  

そして問題楷追肥墟と、現行に代わる新業務法案の案出を含むモデリングについて最   

大限の注力をし知窓を放って、気概を持って現薬部門をリードすること・が大切である。  
（3）状況変化の是認，対応方法  

企薬における現実問題は、決してRigidなものではなく、現墳条件等は時間とともに  

変化していく。問題を静的な固定的なものとしてとらえると必ずや失敗する。状況は   

変化しうることを認め、変化を洞察して対応方法を事前準備することが重要である。  
（4）意志決定の構造（決断の4要素）  

莫際にSolutionを見い出すまでの行動の基本構造は下記の4要素から構成されるが、  

マン・マシン協調型の仕組み作り等による意志決定の高度化を図ることが必要である。  

a．実態把撞（問題鳥撤、局所ズーミング、多面的検討）  
b．モデリング（問題櫓遺の登理、部分問題への展開など）  

c．迅速求解（手法の適用。開発）  

d．安当性確認（シミュレーション）  
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3．O R推進上の課題（理論と実践の融和に向けて）   

近年の情報技術革新はまさに剖目するものがあり、コンピュータの高性能化と低廉化の  
急進によって、たとえば次の条件などが格段に充実してきている。  

（1）データベースヤクライアント・サーバ・システム等によるリアルデータ環境、  

（2）G UI（ク●ラフイツタ・ユーサ●・インタウェイス）等によるマン・マシン会話環境、  

（3）強力かつ安価なコンピュータ（WSやP Cなど）パワーを利用した腕力的解法   

そしてO R活動の進め方にも大きな変化が生じてきていることは周知の通りであり、  

豊富な実データを用いての実態分析ヤプロトタイピング的なロジック開発・検証なども、  

従来とは比較にならないほど容易かつ短期間に行うことか可能になってきた。   

手法について言及すると、最近話題にならているGenetic Al占。rithm（GA：遺伝ア）t，ゴ  
リズム）などのメ．タヒューリスティックスもコンピュータパワーを利用した手法の一つで  

あろう。筆者らもその汎用性や柔軟性から実用性が高いとして大いに期待しているところ  
で 

うところの個体数、世代数、突然変位発生確率など）に多くのエ数が必要なことを痛感さ  
せられた。すなわち、問題のタイプに応じたパラメータの適正値を求めるために多数のケ  

ース・スタディによる試行錯誤的な調整をすることになるわけであり、・ロバスト性にも不安  

が残る。従？ 

て示すことができれば、企業における実システムの安定性にもつながり、メタ戦略の活用  

範囲も拡大するはずである。   

このような領域に対しての大学等からの支援が欲しいところである。   

4．事例紹介   
当社の銅板取合せ計申開題を例にしてOR活動手順について紹介する。囲1に示すよう  

に活動は4段階のフェーズから成るが、業務企画フェーズにおけるモデリングの良否が全  

体システムの成否を左右する。また手法・開発フェーズではテスト・パラメー タ調整が  

かなりの比重を占めている。  
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図1 鋼板取合せ計画問題 

5．考察（O Rの発展へ向けて）   
今後はいわば「O R＋IT」の時代として、そして理論と実践とがリンクすることによ  

って、より効果的なO Rの実施活動が実現できると僧ずる。すなわち、OR SI（System  

Integration：実務屋担当）とSolution Soft Package（手法ソフト＋ハ●ラメ一夕導出原理：大学  

担当）、およびこれらをつなぐネットワーク（含 O Rデータベース＋インターネット）が  

鍵ではないだろうか。以上、私見を述べ七。皆様の御意見・御批判を賜れば幸いである。  
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